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行政処分に関するお知らせ 

 

 当社は、東京、名古屋、大阪の各税関から行政処分を受けましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 このような事態を招いたことを深く反省し、お客様をはじめステークホルダーの皆様に多大なご迷惑とご心配

をおかけしますことを深くお詫び申し上げます。 

 今回の処分を厳粛に受け止め、今後このような事態を招くことがないよう、当社グループ一丸となりコンプラ

イアンス体制の強化に努め、皆様からの信頼回復に向けて全力を尽くしていく所存です。 

 

記 

１． 処分を受けるに至った経緯 

平成27年7月、当社の輸入鮮魚の通関業務において、不適切な申告を行っていたことが、社内調査により

判明しました。漁獲証明書等が必要となる魚種を、他の魚種と偽って輸入申告していたものです。 

直ちに東京税関に報告するとともに、過去にさかのぼり徹底調査を行ったところ、合計37件の不適切な

申告が確認されました。このことが、関税法に抵触すると判断されたため、今回の処分となりました。 

 

２． 処分の内容 

  保税蔵置場における外国貨物及び輸出しようとする貨物の搬入停止 

� 期 間：平成29年1月27日から平成29年3月 2日まで（35日間） 

� 範 囲：保税蔵置場の許可を受けている施設全て（計7箇所） 

 

３．今後の対応 

今回の処分を厳粛かつ真摯に受け止め、以下の施策を軸としたコンプライアンス体制の強化に取り組み、

再発防止の徹底に努めてまいります。 

� コンプライアンスの活動宣言 

� 外部弁護士及び社内関係部署によるコンプライアンス活動の研修の実施 

� 内部通報制度の再度周知徹底及び職場内相談窓口の設置  

� 業務監査など再発防止への取組み  等 

 

４．業績への影響等 

  現段階での業績への影響については軽微です。 

  今後、適時開示規則に基づく開示義務に該当する場合は速やかにご報告させていただきます。 

  また、お客様への影響を最小限に留めるべく、当社グループ一丸となり対応を行ってまいります。 
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